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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．つぎの環境保全活動を推進します。

　

①二酸化炭素排出量排出量削減（省エネ、省資源）

②廃棄物の排出削減およびリサイクル（資源保護、資源循環）

③給排水量の削減（水資源の保護）

④工事現場での環境への配慮（本業を通じた環境への取組）

３ ．資材・備品購入の際、グリーン・エコマーク商品の購入を優先します。

４ ．環境経営方針は、社内外に公表しコミュニケーションを図ります。

５ ．地域の清掃活動に努めます。

改定日： 2019年8月1日

代表取締役社長 西出 浩二

制定日： 2009年10月15日

有限会社一建設工業は、和歌山市内に拠点を置き土木建設工事に従事する事業者です。
和歌山の自然環境のもとで、わが社が持続可能な事業を継続していくために、
本社および工事現場での自主的積極的な環境保全活動に取組むことは、かけがえのない
地域と地球の環境保全に寄与し貢献することに通じることです。
なかでも工事現場における環境配慮および建設廃棄物の発生抑制・分別・リサイクルは
もっとも重要するところです。
　ここに「環境経営レポート」としてまとめたことを情報発信し、
みなさまのご賢察を賜り、引き続きご愛顧のほどをお願いいたします。

環境経営方針

本業である土木建設工事を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動を
自主的・積極的に従業員一丸となって継続的改善活動に取り組んでまいります。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
有限会社 一建設工業
代表取締役社長　西出 浩二

（２） 所在地
本　　　社 和歌山県和歌山市鳴神892-10

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 　 西出　浩二　　 TEL：073-474-4700
担当者 西出　千寿　　 TEL：073-474-4700

（４） 事業内容
総合土木建設業・管工事業・解体工事業・損害保険代理店業・宅地建物取引業

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 7 月 1 日 ～ 6 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社 一建設工業
対象事業所： 本　　　社

対象外： なし サイト
活動： 総合土木建設業・管工事業・解体工事業・損害保険代理店業・宅地建物取引業

□事業内容の紹介

27,000
本　　　社 合計

10 10
112.5 112.5

2023年7月1日

【主な事業の内容】

公共工事

造成工事

建築基礎工事

一般土木工事

合併浄化槽工事

外構エクステリア工事

店舗新築工事

注文建築工事

太陽光発電システム工事

【施工例の内容】

分譲地開発造成工事

外構工事

建築工事

【サービスの内容】

官公庁・民間企業を中心に

公共工事

注文建築工事

一般土木工事

宅地造成工事など弊社の

培った技術や経験を活かし

「安心・安全・高品質」な

サービスを提供いたします
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

社長　西出 浩二

環境事務局

西出 千寿

環境委員会

西出 千寿

土木建設現場組織図

代表者

環境管理 責任者

2023年7月1日

社長　西出 浩二

事務部
事務責任者

営業部
営業責任者

工事現場
現場責任者

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者 環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実

施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

全従業員
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

トン
トン

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力2019年度調整後
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2019年

2022年 239 222 189 185 123 175349 385 211 160 213 307
259 309 200 200 170 180462 322 287 230 247 324

1月 2月 3月 4月 5月 6月7月 8月 9月 10月 11月 12月

目標については達成。原油価格高騰のため電気代も上が
り、より一層節電を意識した１年でした。その結果、8月の
月次評価以外目標を達成することができました。引き続き
節電に取り組んでいきたい。

原単位目標 〇
・空調温度の適正化(冷房28℃　暖房20℃) ○
・不要照明の消灯 ○
・働き方の見直しによる残業時間の短縮

環境に配慮した工事の推
進 行動目標（別記による）

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○
・作業・業務の見直しによる効率化 ○

数値目標 〇

27
基準年度比 2019年 100% 85.2% 100% 100%

水道水の削減 ㎥ 27 27 23 27

98.6%リサイクルの促進 % 97.6% 98.4% 98.6% 98.5%
基準年度比 2019年 97.0% 96.9% 96.0% 95.0%

54,105

一般廃棄物の削減
t 0.324 0.314 0.314 0.311 0.308

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 54,397 54,222 47,404 54,163
基準年度比 2019年 99.7% 87.2% 99.6% 99.5%

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 53,369 53,209 46,527 53,156

98%
原単位 kg-CO2/千円 0.005 0.005 0.003 0.005 0.005

53,102

kg-CO2 1,028 1,013 877 1,008

基準年度比 2019年 98.5% 85.3% 98%

6月末まで
（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2019年 2022年
評
価

2023年 2024年
上段： 通期
下段：

1,002
1,028 1,013 877

電力による二酸化炭素削
減

総排水量 30 24 23

0.318

　一般廃棄物排出量 0.32 0.29 0.31

　産業廃棄物排出量 558 167 717

二酸化炭素総排出量 71,876 53,290 48,062

廃棄物排出量

項　目 2020年 2021年 2022年

0

200

400

600

7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

電力（kWh） 2019年 2022年

6



自動車燃料による二酸化炭素削減

2019年

2022年

2019年

2022年

一般廃棄物の削減

2019年

2022年

0.026 0.024 0.024
0.023 0.032 0.025 0.022 0.026 0.035 0.030
0.023 0.033 0.027 0.023 0.025 0.037 0.031

2月 3月 4月 5月

0.025 0.025 0.025 0.023 0.023
0.026 0.026

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,078 1,248 1,278

7月 8月 9月 10月 11月

数値目標 〇 総合的に目標については達成しましたが、未達成の月が多
いので、リサイクルの徹底やエコ商品簡易包装の商品を選
びゴミを減らす努力を心掛けていきたい。

・分別の徹底 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 △
・古紙回収業者に引き取り ○

6月12月 1月

911 1,022

6月
1,387 381 1,081 1,580 2,069 1,144 567 2,026 1,404

12月 1月 2月 3月 4月 5月

1,055 1,806 944 1,096 1,457

7月 8月 9月 10月 11月

652 1,517 646 1,085 779

819
545 507 468 537 443 563 367 462 399 387 486 465

7月 8月 9月 10月 11月

達成状況

6月
666 395 490 777 75 604 536 304 850

12月 1月 2月 3月 4月 5月
271 265

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 売上減少により現場稼働率が低下のため、実質ガソリン・
軽油の使用量が減少した。結果的には目標達成だが、引続
きアイドリングストップなど心掛けて取り組んでいきた
い。

・アイドリングストップ ○

0

500

1,000

7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

ガソリン（L) 2019年 2022年

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

7月 8月 9月 10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月 4月 5月 6月

軽油（L) 2019年 2022年

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

一般廃棄物（ｔ） 2019年 2022年
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2019年

2022年

2019年

2022年

水道水の削減

2019年

2022年 2 1 1 2
2 2 2

2 3 2 3 2 2 1

6月
3 2 3 2 2 2 2 2 3

12月 1月 2月 3月 4月 5月

2

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

10.6 5.9 17.9

7月 8月 9月 10月 11月

数値目標 〇 目標については達成。上半期は目標未達成が多く、下半期
は節水を意識しました。引き続き節水を心掛けていきた
い。

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水弁取り付け ○
・トイレに擬音装置取り付け ○

70.9 24.0 14.3

7月 8月 9月 10月 11月 6月
19.5 51.9 7.7 126.6 36.2 17.4 6.1 4.6 160.6

12月 1月 2月 3月 4月 5月

25.1 23.6 43.7 203.4 278.4 22.8 2.6 2.4 5.7

100% 78% 96%
92% 100% 100% 100% 100% 98% 100%
89% 97% 100% 99% 99% 94% 72% 92% 100%

99% 99% 99% 99% 95%

7月 8月 9月 10月 11月

数値目標 〇 目標については達成。現状維持による推進。
・分別の徹底 ○
・再資源化先の開拓 △

6月12月 1月 2月 3月 4月 5月

リサイクルの促進 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

1

2

3

4 水道水（㎥） 2019年 2022年

0%

20%

40%

60%

80%

100%

7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

産業廃棄物【リサイクル率】（%） 2019年 2022年

0.0

100.0

200.0

300.0

7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

産業廃棄物（t） 2019年 2022年
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環境に配慮した工事の推進

自社が得意とする工事の拡大

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

消防法（危険物）

フロン排出抑制法

オフロード法

顧客要求事項

遵法

遵法

遵法

遵法

・維持管理
・消防用設備等の点検・報告

・対象空調機器等の簡易点検または定期点検
・業務用エアコンの廃棄時の適正処理

・環境管理、工事品質管理

・５台のバックホーに適用

遵法
・法律対象工事（一定規模以上）のアスベスト事前調査結果報告
・作業基準遵守

大気汚染防止法

廃棄物処理法

建設リサイクル法

騒音規制法及び振動規制法
和歌山県条例

浄化槽法

・働き方改革 ○

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

遵法

遵法

遵法

遵法

・一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出・マニフェスト管理
・産業廃棄物処理契約書
・一般廃棄物及び産業廃棄物の表示と分別管理
・管理票交付等状況報告書

・解体工事、建設副産物
・特定建設資材廃棄物（コンクリート・鉄からなる建設資材・木材
　アスファルト）の届け出

・騒音、振動規制基準の遵守
・対象特定施設、特定建設作業の届け出

・設置の届け出
・定期検査、清掃、法定検査

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・技術の継承 ○ 各現場を少数精鋭で対応ができた

しかし、スタッフの高年齢化が今後の課題である
次年度も引続き働きやすい環境を維持しモチベーション
アップにつなげたい。

・企業PRによる顧客獲得 ○
・事業拡大のための資金調達、人材確保 △

・工事の効率化 ○ 適切な重機及び人員配置をして移動等の対策を行い作業効
率のアップに繋げ安全第一及び作業確認のうえ作業を行
う。また、資材関係の高騰により利益率が下がっているの
で無駄のない資材発注及び再利用出来る物を優先的に使用
していき次年度に引続けて推進する。

・作業ミスの防止 ○
・顧客クレーム削減 ○
・廃棄物の再資源化の推進（別項目で実 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
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□緊急事態対応訓練

■実施日：
■参加者： 緊急時通報訓練

■評価： 実施の結果、特に支障なし □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

・重機作業時の緊急事態を想定し、安全確保訓練を行う。
　また、日常作業時に対応できるよう各スタッフに指示を行った。

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他

◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

緊急事態の想定：

・近隣からの苦情・要請等　・緊急時の対応確認 現状維持
近年の各種資材関係の値上り高騰又今までは無かった送料の負担等により見積金額より上回る原価に悩まされ、燃料費関係
も数年前のほぼ倍となり利益を圧迫する1年でした。2022年度、すべての項目について目標達成は出来ていますが、主要因は
売上の減少によるもので今後引き続き売上を延ばして行けるよう環境経営を行いたい。

2023年7月4日
【前回の指示への取組結果】

現状維持
無し

現状維持 現状維持

2023年3月15日 ■実施場所：
現場スタッフ全員 ■実施内容：

手順書の変更の必要性

資材センター
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